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  人間が人間らしいと感じるこ
とができるロボットを開発する
には，人間がどのように他者
を認識するかを知る必要があ
ります。その一方で，人間らし
さを表現できるロボットを利用
することで、人間の本質を科
学的に理解する事ができます．
すなわち，アンドロイドの開発
を通して、ロボットを開発する
工学と人間を知る科学を融合
し、新しい研究分野である 
“アンドロイドサイエンス” の
研究を行っています． 

ロボットの外観の違いによる人間の反応の変化 

人間に酷似した外観を持つアンドロイド，Geminoid F 
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 人間に酷似したロボットであるアンドロイドに対し、人間は人
間にだけに示すような心理的な反応を起こします。一方で、そ
の姿や動きの微妙な差が不気味 

心理学における仮説の検証 

  

な印象を与えます (不気味の
谷)。このような心理的な反応を
生む要因をアンドロイドを用いて
検証します。 

知見 実装 

 このような現象は質問紙法 (アンケートによる印象の報告) 
だけでなく、脳信号のレベルにも違いが現れます。右の図は
人間、アンドロイド、ロボットを見た被験者の脳活動ですが、
明らかにアンドロイドに対する反応が異なります。 

 たとえば、自然な動作を伴うアンドロイドを見た人間
は、2秒程度の短い時間ではアンドロイドを人間であ
ると認識します (約70%の人間が誤解する)。さらに、
人間、アンドロイド、ロボットと対面した人間の視線は
その対面相手に依存して変化し、人間らしい姿を持
つアンドロイドは人間に近い反応を与える事がわか
りました。 
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